
１ 回答者の属性
アンケート送付総数 3,000 人
回答者数 1,519 人
回答率 50.6%

区分 回答者数

男性 649

女性 805

不明 65

計 1,519

区分 東信 南信 中信 北信 計

回答者数 291 387 375 466 1,519

(1) 地域別

平成20年6月 企画部人権・男女共同参画課調査

人権に関する県民意識調査概要（速報）

(2) 性別

(4) 職業別

(3) 年齢別

男性
42.7%

女性
53.0%

不明
4.3%

3.1%

2.6%

7.1%

7.0% 14.4%

15.1%

16.0%

17.4%

18.3%

22.2%

18.5%

25.6%

23.0%

9.5%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

16～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～　 不明

7.8%

3.8%

21.9%

4.3%

3.4%

10.1%

15.1%

22.0%

2.2%

3.0%

6.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

農林漁業

自営業

自由業・専門職

商工サービス業

会社員

公務員

学生

パート・アルバイト

家事専業

無職

無回答

南信
25.5%

北信
30.7%

東信
19.1%

中信
24.7%

資料１
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２ 調査結果の概要

1 そう思う

2 まあそう思う

3 どちらともいえない

4 あまりそう思わない

5 そうは思わない

1 そう思う

2 まあそう思う

3 どちらともいえない

4 あまりそう思わない

5 そうは思わない

１ 関心がある

２ 少し関心がある

３ あまり関心がない

４ 関心がない

(1) 重要である。（○は１つ）

質問２ 日本の社会では、女性、子ども、高齢者、障害者、同和問題などの差別をはじめさまざまな人権問
題がありますが、あなたは、人権問題に関心を持っていますか。（○は１つ）

(2) 自分に関係が深い。（○は１つ）

質問１ あなたは「人権」ということについて、どのようなイメージ（印象、感想）を持っていますか。
それぞれについてあなたの考えに近いものはどれですか。

無回答
1.2%

そうは思わな
い

1.0%

どちらともい
えない
4.6%

まあそう思う
18.4%

あまりそう思
わない
2.3%

そう思う
72.5%

無回答
1.8%

そうは思わな
い

5.3%

そう思う
31.8%

あまりそう思
わない
15.9%

まあそう思う
27.0%

どちらともい
えない
18.2%

７割を超える人が、「そう思う」と回答してい
る。

　「そう思う」、「まあそう思う」という人で過半
数となるが、「そうは思わない」、「あまり思わ
ない」という人も２割を超えている。

　「関心がある」、「少し関心がある」という人が
85％いる。

無回答
1.0%

関心がある
46.2%

関心がない
1.8%

少しある
38.8%

あまりない
12.2%

１．人権問題について

（％）

区分 今回調査 前回調査

関心がある 46.2 43.3

少しある 38.8 35.5

あまりない 12.2 15.8

関心がない 1.8 4.1

無回答 1.0 1.3
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1 ある

2 ない

N=534
1 悪口・噂

2 仲間はずし・無視

3 プライバシーの侵害

4 差別待遇

5 暴力・脅迫・強要

6 セクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）

7 その他

N=534
1 学校

2 職場

3 家庭内

4 地域社会

5 その他

質問４ 質問３で「ある」と答えた方へ。その人権侵害はどのようなものでしたか。（複数回答）

質問５ 質問３で「ある」と答えた方へ。その人権侵害はどこでありましたか。（複数回答）

質問３ あなたは、今までに、ご自分の人権が侵害されたと思ったことがありますか。（○は１つ）

およそ３人に１人が、人権を侵害されたと
思ったことがあると回答している。

人権侵害の内容は「悪口・噂」が６割を超え、
ついで「仲間はずし・無視」、「差別待遇」、「プ
ライバシーの侵害」がそれぞれ約３割ある。

ある
35.2%

無回答
1.0%

ない
63.8%

60.3%

36.7%

29.4%

30.0%

16.3%

10.3%

12.0%

0% 20% 40% 60%

悪口・噂

仲間はずし

プライバシー

差別待遇

暴力等

セクハラ

その他

人権侵害を受けた場所は、「職場」、「地域
社会」とした回答がそれぞれ約５割ある。

31.8%

50.2%

12.4%

44.6%

10.7%

0% 20% 40% 60%

学校

職場

家庭内

地域社会

その他

（％）

区分 前回調査

ある 35.2 (34.1) 33.1

ない 63.8 (65.9) 64.2

無回答 1.0 2.7

※（　）は16～19歳の数値

今回調査

（％）

区分 前回調査

悪口・噂 60.3 (92.9) 58.6

仲間はずし 36.7 (50.0) 31.6

プライバシー 29.4 (21.4) 31.4

差別待遇 30.0 (21.4) 30.7

暴力等 16.3 11.4

セクハラ 10.3 10.0

その他 12.0 8.0

※（　）は16～19歳の数値

今回調査
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１ 相手に抗議する

２ 誰かに（どこかに）相談する

３ 黙って我慢する

４ わからない

1 身近な人

2 弁護士

3 法務局又は人権擁護委員

4 地方事務所など県の機関

5 市役所や町村役場

6 警察

7 その他

1 そう思う

2 まあそう思う

3 どちらともいえない

4 あまりそう思わない

5 そうは思わない

質問７ 長野県は「人権意識」が定着した住み良い県ですか。（○は１つ）

（２）その場合、相談するとしたらどこに相談しますか。（○は１つ）

（１）その場合、まず、どのような対応をしますか。（○は１つ）

質問６ あなたが、ご自分の人権を侵害されたと思った場合についてお伺いします。
次の（１）～（２）のそれぞれについてお答えください。

無回答
5.5%

相手に抗議
19.8%

わからない
9.1%

誰かに相談
48.4%

黙って我慢
17.2%

およそ５人に１人は、「相手に抗議」しようと
考えており、５人に２人は「誰かに相談」する
つもりでいる。

市町村役場
6.8%

身近な人
65.0%

地方事務所
0.8%

弁護士
4.0%

法務局
7.5%

警察
1.8%

その他
4.0%

無回答
10.1%

65％の人が「身近な人」に相
談しようと思っている。

無回答
1.6%

どちらともい
えない
41.6%

まあそう思う
29.2%

あまりそう思
わない
12.7%

そう思う
9.4%

そうは思わな
い

5.5%

　「そう思う」、「まあそう思う」という人が約４
割、「どちらともいえない」という人も約４割、
「あまりそう思わない」、「そうは思わない」とい
う人は約２割いる。

（％）

区分 今回調査 前回調査

相手に抗議 19.8 33.4

誰かに相談 48.4 42.5

黙って我慢 17.2 14.7

わからない 9.1 6.2

無回答 5.5 3.2

（％）

区分 今回調査 前回調査

身近な人 65.0 52.6

弁護士 4.0 6.5

法務局 7.5 12.4

地方事務所 0.8 0.9

市町村役場 6.8 7.4

警察 1.8 3.2

人権団体 -  4.7

その他 4.0 1.6

わからない -  7.4

無回答 10.1 3.3
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1 人権・男女共同参画課

2 長野県人権啓発センター

3 あいとぴあ（長野県男女共同参画センター）

4 人権・共生のまちづくり施設（隣保館）

5 長野県人権政策審議会

6 地方改善事業（同和地区における環境改善事業など）

7 人権教育のための国連10年長野県行動計画

8 ハンセン病問題検証会議報告書

9 人権啓発ポスター「みんなちがって、みんないい」

10 みんなですすめる人権尊重プログラム支援事業

11 児童虐待・ＤＶ24時間ホットライン

12 サンタ・プロジェクト（外国籍児童就学支援プロジェクト）

１ 世界人権宣言

２ 人種差別撤廃条約

３ 国際人権規約

４ 女子差別撤廃条約

５ 難民条約

６ 児童の権利条約

７ 国際先住民年

８ アパルトヘイト

９ アムネスティー・インターナショナル

10 特にない

質問８ 長野県が過去１０年間に行ってきた人権に関する機関・施策について、あなたが見聞きしたことが
あるものをすべてあげてください。（複数回答）

質問９ 人権にかかわる国際的なことがらで、あなたが見聞きしたことがあるものをすべてあげてください。
（複数回答）

60.9%

46.7%

18.2%

25.2%

35.0%

24.4%

12.1%

45.8%

10.1%

17.4%

0% 20% 40% 60%

世界人権宣言

人種差別撤廃条約

国際人権規約

女子差別撤廃条約

難民条約

児童の権利条約

国際先住民年

アパルトヘイト

アムネスティー

特にない

　「世界人権宣言」は約６割の人が、「人種差
別撤廃条約」、「アパルトヘイト」は半数近くの
人が認知している。

51.5%

25.3%

21.9%

20.9%

13.4%

18.6%

5.1%

20.4%

34.0%

4.7%

33.0%

7.2%

0% 20% 40% 60%

人権・男女共同参画課

県人権啓発センター

あいとぴあ

人権・共生のまちづくり施設

県人権政策審議会

地方改善事業

国連10年長野県行動計画

ハンセン病報告書

人権啓発ポスター

人権尊重プログラム支援事業

児童虐待・ＤＶホットライン

サンタ・プロジェクト

　「人権啓発ポスター」、「児童虐待・ＤＶ24時
間ホットライン」はおよそ３人に１人が認知して
いる。

（％）

区分 今回調査 前回調査

世界人権宣言 60.9 58.5

人種差別撤廃条約 46.7 57.7

国際人権規約 18.2 19.1

女子差別撤廃条約 25.2 42.6

難民条約 35.0 31.0

児童の権利条約 24.4 30.8

国際先住民年 12.1 11.3

アパルトヘイト 45.8 40.9

アムネスティー 10.1 7.1

特にない 17.4 12.4
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1 女性

2 子ども

3 高齢者

4 障害者

5 同和問題

6 アイヌの人々

7 外国人

8 ＨＩＶ感染者等

9 ハンセン病患者・元患者等

10 刑を終えて出所した人

11 犯罪被害者等

12 インターネットによる人権侵害

13 北朝鮮当局によって拉致された被害者等

14 ホームレス

15 性的指向（異性愛、同性愛、両性愛）

18 中国帰国者（永住帰国した中国残留邦人等）

19 死刑制度

質問10 日本における人権に関わる次のことがらについて、あなたの関心があるものはどれですか。（複数
回答）

16 性同一性障害者（生物学的な性と性の自己意識
（こころの性）が一致しない者）

17 人身取引（性的搾取、強制労働等を目的とした人
身取引）

47.9%

52.5%

60.6%

67.5%

34.9%

16.7%

16.3%

31.5%

26.6%

19.7%

30.2%

42.9%

48.4%

23.0%

11.0%

14.7%

21.3%

18.8%

17.2%

0% 20% 40% 60%

女性

子ども

高齢者

障害者

同和問題

アイヌ

外国人

ＨＩＶ

ハンセン

刑を終えて

犯罪被害者

インターネット

北朝鮮拉致被害

ホームレス

性的指向

性同一性障害

人身取引

中国帰国者

死刑制度
関心のある人権問題は、「障害者」が６７．

５％と最も高く、「高齢者」、「子ども」は５０％
を超えている。

（％）

区分 今回調査 国の調査

女性 47.9 25.0

子ども 52.5 35.0

高齢者 60.6 40.5

障害者 67.5 44.1

同和問題 34.9 15.0

アイヌ 16.7 6.2

外国人 16.3 12.5

ＨＩＶ 31.5 18.9

ハンセン 26.6 17.0

刑を終えて 19.7 14.9

犯罪被害者 30.2 24.1

インターネットによる人権侵害 42.9 32.7

北朝鮮拉致被害 48.4 31.5

ホームレス 23.0 16.8

性的指向 11.0 9.2

性同一性障害 14.7 10.4

人身取引 21.3 12.5

中国帰国者 18.8 -  

死刑制度 17.2 -  

２．主な人権課題に関する意識について
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2 職場における差別待遇

5 売春・買春（いわゆる「援助交際」を含む）

7 女性のヌード写真等を掲載した雑誌、新聞

8 アダルト・ビデオ、ポルノ雑誌

9 女性の働く風俗営業

6 児童買春・児童ポルノ等

7 食事を与えないなど子育てを放棄すること

2 いじめをしている人や、いじめられている人を見て
見ぬふりをすること

1 「仲間はずし」や「無視」、身体への直接攻撃や相
手が嫌がることをしたり、させたりするなど、いじめを
行うこと

10 「令夫人」、「婦人」、「未亡人」のように女性だけに
用いられる言葉

質問11 あなたは、女性に関する事柄で、現在、人権上問題があると思われるのはどのようなことですか。
（複数回答）

6 内容に関係なく女性の水着姿、裸体や媚びたポー
ズ等を使用した広告

3 授業中、先生が騒いだ子どもをなぐるなど体罰を加
えること

4 親がいうことを聞かない子どもに暴力を加えるなど
子どもを虐待すること

5 学校や就職先の選択など子どもの意見について、
大人がその意見を無視すること

質問12 あなたは、子どもに関する事柄で、現在、人権上問題があると思われるのはどのようなことです
か。（複数回答）

4 職場におけるセクシュアル・ハラスメント（性的いや
がらせ）

3 家庭内における夫から妻に対する暴力（酒に酔っ
てなぐるなど）

1 男女の固定的な役割分担意識（「男は仕事、女は
家庭」など）を他の人に押しつけること

47.8%

53.5%

44.9%

43.4%

42.7%

20.9%

26.4%

28.8%

23.9%

14.9%

0% 20% 40% 60%

固定的役割分担

職場差別待遇

家庭内暴力

セクハラ

売春・買春

広告

雑誌、新聞

ビデオ、ポルノ雑誌

風俗営業

女性だけの言葉

　「職場における差別待遇」をあげた人が最
も多い。

82.0%

70.5%

24.2%

48.9%

41.7%

58.4%

78.7%

0% 20% 40% 60% 80%

仲間はずし・いじめ

見て見ぬふり

体罰

虐待

意見無視

児童買春

子育て放棄

　「仲間はずし・いじめ」、「子育て放棄」、「見
て見ぬふり」をあげた人がそれぞれ７割を超
えている。

（％）

区分 今回調査 国の調査

固定的役割分担 47.8 30.6

職場差別待遇 53.5 41.7

家庭内暴力 44.9 33.2

セクハラ 43.4 33.1

売春・買春 42.7 27.2

広告 20.9 14.3

雑誌、新聞 26.4 17.6

ビデオ、ポルノ雑誌 28.8 19.0

風俗営業 23.9 17.3

女性だけの言葉 14.9 11.3

（％）

区分 国の調査

仲間はずし・いじめ 82.0 (82.9) 62.2

見て見ぬふり 70.5 (58.5) 68.0

体罰 24.2 (31.7) 16.4

虐待 48.9 (65.9) 47.7

意見無視 41.7 (65.9) 28.1

児童買春 58.4 (61.0) 37.4

子育て放棄 78.7 (85.4) -  

※（　）は16～19歳の数値

今回調査
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1 経済的に自立が困難なこと

2 働ける能力を発揮する機会が少ないこと

3 悪徳商法の被害者が多いこと

6 高齢者を邪魔者扱いし、つまはじきにすること

7 高齢者の意見や行動を尊重しないこと

8 認知症に関する理解が不足していること

9 地域、家族等とのつながりがない独居老人の孤独死

質問14 あなたは、障害者に関し、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。（複数回答）
1 結婚問題で周囲が反対すること

2 就職・職場で不利な扱いをすること

3 差別的な言動をすること

4 悪徳商法の被害者が多いこと

5 アパート等の住宅への入居が困難なこと

7 じろじろ見られたり、避けられたりすること

8 人々の障害者に対する理解が足りないこと

5 病院での看護や養護施設において劣悪な処遇や
虐待をすること

質問13 あなたは、高齢者に関する事柄で、現在、人権上問題があると思われるのはどのようなことです
か。（複数回答）

4 家庭内での看護や介護において嫌がらせや虐待
をすること

6 スポーツ・文化活動・地域活動に気軽に参加でき
ないこと

52.1%

44.7%

52.1%

44.2%

48.3%

54.2%

34.6%

49.3%

57.7%

0% 20% 40% 60%

経済自立困難

能力発揮の機会

悪徳商法被害者

家庭内虐待

病院虐待

つまはじき

高齢者意見尊重

認知症理解不足

独居老人孤独死

　「地域、家族等とのつながりがない独居老
人の孤独死」をあげた人が最も多い。

39.0%

56.9%

44.9%

25.5%

31.1%

18.1%

42.8%

64.5%

0% 20% 40% 60%

結婚問題

就職・職場の不利

差別的言動

悪徳商法被害

住宅入居困難

地域活動参加困難

偏見

障害理解不足

　「人々の障害者に対する理解が足りないこ
と」をあげた人が最も多い。

（％）

区分 今回調査 国の調査

経済自立困難 52.1 39.8

能力発揮の機会 44.7 41.7

悪徳商法被害者 52.1 54.3

家庭内虐待 44.2 34.5

病院虐待 48.3 41.7

つまはじき 54.2 45.2

高齢者意見尊重 34.6 31.7

認知症理解不足 49.3 -  

独居老人孤独死 57.7 -  

（％）

区分 今回調査 国の調査

結婚問題 39.0 26.7

就職・職場の不利 56.9 53.1

差別的言動 44.9 42.0

悪徳商法被害 25.5 22.4

住宅入居困難 31.1 27.7

地域活動参加困難 18.1 15.6

偏見 42.8 37.8

障害理解不足 64.5 50.4
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質問15 あなたは、アイヌの人々に関し、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。（複数回答）
1 結婚問題で周囲が反対すること

2 就職・職場で不利な扱いをすること

3 差別的な言動をすること

4 独自の文化や伝統の保存、伝承が図られていないこと

質問16 日本に居住している外国人に関し、現在、人権上問題があると思われるのはどのようなことですか。
（複数回答）

2 就職や仕事の内容、待遇で不利な扱いを受けること

3 外国人の行政への参画機会が少ないこと

5 結婚問題で周囲から反対を受けること

6 住宅を容易に借りることができないこと

質問17 あなたは、ＨＩＶ感染者等に関し、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。（複数回答）

1 結婚問題で周囲が反対すること

2 就職・職場で不利な扱いをすること

3 治療や入院を断ること

4 無断でエイズ検査等をすること

5 差別的な言動をすること

6 アパート等の入居を拒否すること

7 宿泊を拒否すること

4 言語が異なるため、保健・医療・福祉、防災、教育
などの日常生活に必要な情報が得にくいこと

1 交際や関わりを避けるなど、地域社会での理解や
認識が十分でないこと

24.2%

19.6%

25.6%

53.4%

0% 20% 40% 60%

結婚問題

就職・職場の不利

差別的言動

独自文化の保存

　「独自の文化や伝統の保存、伝承が図られ
ていないこと」をあげた人が最も多い。

34.9%

39.3%

27.5%

59.5%

18.0%

22.8%

0% 20% 40% 60%

社会理解不十分

就職・職場の不利

行政参画機会

情報の得にくさ

結婚問題

住宅の賃貸

　「言語が異なるため、保健・医療・福祉、防
災、教育などの日常生活に必要な情報が得
にくいこと」をあげた人が最も多い。

56.9%

44.8%

34.8%

14.7%

38.1%

26.1%

29.0%

0% 20% 40% 60%

結婚問題

就職・職場の不利

治療や入院

無断検査

差別的言動

入居拒否

宿泊拒否

　「結婚問題で周囲が反対すること」をあげた
人が最も多い。

（％）

区分 今回調査 国の調査

結婚問題 24.2 8.2

就職・職場の不利 19.6 9.4

差別的言動 25.6 12.9

独自文化の保存 53.4 29.4

（％）

区分 今回調査 国の調査

結婚問題 56.9 41.3

就職・職場の不利 44.8 37.9

治療や入院 34.8 27.9

無断検査 14.7 12.6

差別的言動 38.1 31.7

入居拒否 26.1 19.0

宿泊拒否 29.0 21.2
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1 結婚問題で周囲が反対すること

2 就職・職場で不利な扱いをすること

3 治療や入院を断ること

5 差別的な言動をすること

6 アパート等の入居を拒否すること

7 宿泊を拒否すること

質問19 あなたは、犯罪被害者等に関し、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。（複数回答）

1 犯罪行為によって精神的なショックを受けること

2 犯罪行為によって経済的負担を受けること

3 事件のことに関して、周囲にうわさ話をされること

5 捜査や刑事裁判において精神的負担を受けること

4 相談窓口に相談しても期待どおりの結果が得られ
ないこと

6 刑事裁判手続に必ずしも被害者の声が十分反映
されるわけではないこと

4 ハンセン病療養所の外で自立した生活を営むのが
困難なこと

7 報道によってプライバシーに関することが公表され
たり、取材によって私生活の平穏が保てなくなること

質問18 あなたは、ハンセン病患者・元患者等（ハンセン病患者・元患者とその家族）に関し、現在、どのよ
うな人権問題が起きていると思いますか。（複数回答）

47.0%

38.4%

24.1%

54.1%

36.9%

25.7%

27.8%

0% 20% 40% 60%

結婚問題

就職・職場の不利

治療や入院

自立生活の困難さ

差別的な言動

入居拒否

宿泊拒否

　「ハンセン病療養所の外で自立した生活を
営むのが困難なこと」をあげた人が最も多
い。

63.5%

41.6%

58.9%

30.9%

45.6%

46.5%

73.2%

0% 20% 40% 60% 80%

精神的ショック

経済的負担

うわさ話

相談窓口

精神的負担

刑事裁判手続

報道

　「報道によってプライバシーに関することが
公表されたり、取材によって私生活の平穏が
保てなくなること」をあげた人が最も多い。

（％）

区分 今回調査 国の調査

精神的ショック 63.5 55.5

経済的負担 41.6 32.5

うわさ話 58.9 49.4

相談窓口 30.9 52.1

精神的負担 45.6 39.5

刑事裁判手続 46.5 44.9

報道 73.2 62.1

（％）

区分 今回調査 国の調査

結婚問題 47.0 31.0

就職・職場の不利 38.4 30.6

治療や入院 24.1 21.5

自立生活の困難さ 54.1 41.3

差別的な言動 36.9 29.0

入居拒否 25.7 18.9

宿泊拒否 27.8 24.4
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質問20 あなたは、インターネットによる人権侵害に関し、現在、どのような問題が起きていると思いますか。
（複数回答）

1 他人を誹謗中傷する表現を掲載すること

2 差別を助長する表現を掲載すること

5 ネットポルノが存在していること

質問21 あなたは、ホームレスに関し、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。（複数回答）

1 近隣住民等が嫌がらせをすること

2 通行人等が暴力をふるうこと

3 差別的な言動をすること

4 就職・職場で不利な扱いをすること

5 アパート等の入居を拒否すること

6 宿泊を拒否すること

7 店舗等への入店や施設利用を拒否すること

8 じろじろ見られたり、避けられたりすること

9 経済的に自立が困難なこと

3 出会い系サイトなど犯罪を誘発する場となっている
こと

4 捜査の対象となっている未成年者の実名や顔写真
を掲載すること

75.8%

43.4%

70.7%

39.9%

40.8%

0% 20% 40% 60% 80%

誹謗中傷

差別助長表現

出会い系サイト

実名・顔写真

ネットポルノ

　「他人を誹謗中傷する表現を掲載するこ
と」、「出会いサイトなど犯罪を誘発する場と
なっていること」をあげた人が、それぞれ７割
を超えている。

26.7%

52.1%

34.8%

37.3%

28.0%

18.0%

19.6%

41.1%

61.8%

0% 20% 40% 60%

嫌がらせ

暴力

差別的言動

就職・職場の不利

入居拒否

宿泊拒否

入店拒否

偏見

経済的自立困難

　「経済的に自立が困難なこと」をあげた人が
最も多い。

（％）

区分 今回調査 国の調査

誹謗中傷 75.8 52.8

差別助長表現 43.4 25.7

出会い系サイト 70.7 53.7

実名・顔写真 39.9 40.9

ネットポルノ 40.8 31.3

（％）

区分 今回調査 国の調査

嫌がらせ 26.7 21.3

暴力 52.1 49.2

差別的言動 34.8 29.8

就職・職場の不利 37.3 27.5

入居拒否 28.0 22.8

宿泊拒否 18.0 16.9

入店拒否 19.6 20.2

偏見 41.1 35.8

経済的自立困難 61.8 45.9
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1 職場，学校において、嫌がらせをすること

2 差別的な言動をすること

3 就職・職場で不利な扱いをすること

4 アパート等の入居を拒否すること

5 宿泊を拒否すること

6 店舗等への入店や施設利用を拒否すること

7 じろじろ見られたり、避けられたりすること

質問23 あなたは、同和問題に関し、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか（複数回答）

1 結婚問題で周囲が反対すること

2 就職・職場で不利な扱いをすること

3 差別的な言動をすること

4 差別的な落書きをすること

5 身元調査をすること

6 インターネットを利用して差別的な情報を掲載すること

8 性的指向及び性同一性障害者に対する理解が足
りないこと

質問22 あなたは、性的指向（異性愛、同性愛、両性愛）及び性同一性障害者（生物学的な性とこころの
性が一致しない者）に関し、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。（複数回答）

32.2%

42.1%

23.0%

8.6%

5.9%

5.6%

30.9%

62.5%

0% 20% 40% 60%

嫌がらせ

差別的言動

就職・職場の不利

入居拒否

宿泊拒否

入店拒否

偏見

理解不足

　「性的指向及び性同一性障害者に対する
理解が足りないこと」をあげた人が最も多い。

62.5%

24.0%

33.4%

17.1%

47.1%

23.8%

0% 20% 40% 60%

結婚問題

就職・職場の不利

差別的言動

差別落書き

身元調査

インターネット

　「結婚問題で周囲が反対すること」をあげた
人が最も多い。

（％）

区分 今回調査 国の調査

結婚問題 62.5 42.9

就職・職場の不利 24.0 29.8

差別的言動 33.4 26.4

差別落書き 17.1 9.8

身元調査 47.1 30.1

インターネット 23.8 14.5

（％）

区分 今回調査 国の調査

嫌がらせ 32.2 24.1

差別的言動 42.1 30.9

就職・職場の不利 23.0 22.1

入居拒否 8.6 8.0

宿泊拒否 5.9 4.8

入店拒否 5.6 5.0

偏見 30.9 26.7

理解不足 62.5 49.0
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N= 714
１ 賛成し、協力する

４ 家族の者や親戚の反対があれば、結婚を認めない

５ 絶対に結婚を認めない

N= 268
１ 自分の意志を貫いて結婚する

３ 家族の者や親戚の反対があれば、結婚しない

１ 自分の問題として解決に努力すべきだと思う

２ 誰かしかるべき人が解決してくれると思う

３ 自分とは直接関係のない問題だと思う

４ そっとしておけば差別は自然になくなる

５ どのようにしても差別はなくならない

６ よく考えていない

(2) ［結婚されていない方がお答えください］

 (1)　［結婚していないお子さんをお持ちの方がお答えください］

３ 親としては反対するが、子どもの意志が強ければ
しかたない

あなたが同和地区の人と恋愛し、結婚しようとしたとき、家族や親戚から強い反対を受けたらあなた
はどうしますか。（○は１つ）

２ 家族や親戚の説得に全力を傾けたのちに、自分
の意志を貫いて結婚する

２ 子どもの意志を尊重する。親が口出しすべきこと
ではない

質問25 同和問題の解決に対するあなたの考えに近いものはどれですか。（○は１つ）

質問24 結婚していないお子さんをお持ちの方は(1)、結婚されていない方は(2)にお答えください。どちら
にも該当しない方は質問25へお進みください。

あなたのお子さんの結婚しようとする相手が、同和地区の人であると知った場合、あなたはどうしま
すか。（○は１つ）

　「子どもの意志を尊重する。親が口出しすべき
ことではない」と答えた人が５割を超えている。

絶対認めな
い

2.2%

賛成
8.0%

反対・認めな
い

3.7%

意志尊重
59.1%

反対・意志尊
重

27.0%

反対・やめる
17.5%

説得・貫徹
59.7%

意志貫徹
22.8%

　「親の説得に全力を傾けたのち」を含め「自
分の意志を貫いて結婚する」と答えた人が８
割を超えている。

　「自分の問題として解決に努力すべきだと思う」
という人が約３０％、「そっとしておけば差別は自
然になくなる」という人が約２６％いる。

なくならない
13.7%

自分の問題
29.6%

そっとしてお
く

25.7%

他人任せ
4.3%

直接関係な
い

5.4%

考えてない
12.0%

不明
9.3%

（％）

区分 今回調査 前回調査

賛成 8.0 9.9

意志尊重 59.1 66.2

反対・意志尊重 27.0 18.0

反対・認めない 3.7 4.2

絶対認めない 2.2 1.7

（％）

区分 今回調査 前回調査

意志貫徹 22.8 27.8

説得・貫徹 59.7 52.4

反対・やめる 17.5 17.0

絶対しない -  2.8

（％）

区分 今回調査 前回調査

自分の問題 29.6 35.1

他人任せ 4.3 4.4

直接関係ない 5.4 4.1

そっとしておく 25.7 30.9

なくならない 13.7 9.7

考えてない 12.0 8.9

不明 9.3 6.9
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1 講演会や研修会

2 展示会

3 広報紙・パンフレット・ポスター

4 テレビ・ラジオ

5 映画・ビデオ

6 新聞・雑誌・週刊誌

7 ワークショップ（専門家を交えた少人数の討論会）

8 高齢者・障害者疑似体験

9 高齢者・障害者等との交流会

10 インターネット・Ｅメール（メールマガジン等）

11 自由な意見の交換ができる会合

2 学校内外の人権教育を充実する

4 人権が侵害された被害者の救済・支援を充実する

5 犯罪の取締りを強化する

6 人権に関する情報の収集及び提供を充実する

3 人権課題に対応する専門の相談機関・施設を充実
する

1 人権意識を高め、人権への理解を深めてもらうた
めの啓発広報活動を推進する

7 人権侵犯事件の調査・処理や人権相談に関する
人員を充実する

8 国や地方自治体、民間団体等の関係機関が連携
を図り、一体的な教育・啓発広報活動を推進する

質問26 あなたは、人権啓発を推進するためには、県民に対してどのような啓発広報活動が効果的である
と思いますか。（複数回答）

質問27 あなたは、今後、県は、これらの人権課題の解決に向けて、どのようなことに力を入れていけばよ
いと思いますか。（複数回答）

46.2%

9.3%

36.1%

54.8%

21.0%

37.3%

9.8%

18.9%

26.6%

8.6%

35.7%

0% 20% 40% 60%

講演会・研修会

展示会

広報紙・ポスター

テレビ・ラジオ

映画・ビデオ

新聞・雑誌

ワークショップ

疑似体験

交流会

インターネット

意見交換会

　「テレビ・ラジオ」、「講演会・研修会」をあげ
た人がそれぞれ約５割いる。

47.1%

57.5%

30.9%

47.5%

36.5%

24.3%

19.2%

44.8%

0% 20% 40% 60%

人権意識高揚

人権教育

専門相談機関

人権侵害救済

犯罪取締強化

情報収集・提供

人員充実

関係機関連携

　「学校内外の人権教育を充実する」をあげ
た人が最も多い。

（％）

区分 今回調査 国の調査

講演会・研修会 46.2 32.6

展示会 9.3 7.4

広報紙・ポスター 36.1 32.4

テレビ・ラジオ 54.8 69.8

映画・ビデオ 21.0 19.3

新聞・雑誌 37.3 47.0

ワークショップ 9.8 10.4

疑似体験 18.9 15.1

交流会 26.6 19.7

インターネット 8.6 18.3

意見交換会 35.7 28.1

（％）

区分 今回調査 国の調査

人権意識高揚 47.1 40.3

人権教育 57.5 55.4

専門相談機関 30.9 32.9

人権侵害救済 47.5 46.0

犯罪取締強化 36.5 41.1

情報収集・提供 24.3 21.4

人員充実 19.2 27.1

関係機関連携 44.8 46.4

３．人権課題の解決のための方策について
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